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「しめ縄作り」による三世代ふれあい活動

毎日新聞鵜
う

沼
ぬ ま

専売所 所長　川村益美

実施期間

1985年 4月～毎年 11、12月

の土曜、日曜日

実施地域

岐阜県各務原市内

活動概要

岐阜県各務原市の毎日新聞鵜

沼専売所所長の川村益美さんは、

1985年 4月から毎年 11、12月

の土曜、日曜日に「三世代ふれ

あいしめ縄作り」を実施してい

る。

市内の各自治会や各地区子ど

も会、ボーイスカウトなどから

しめ縄作りの指導依頼を受けて

始めた活動で、しめ縄づくりだ

けでなく、川村所長が所有する

休耕田を使い、6月に田植え、8

月下旬に稲わらの青田刈り体験

も行っている。

核家族化で高齢者とふれあう

機会が少ない子どもたちには良

い経験となり、地域交流に大き

く寄与している活動である。

＊

川村益美（かわむら・ますみ）

◉

◉

◉

岐阜新聞　2002年9月1日付

毎日新聞　2004年11月24日付

岐阜新聞　2004年8月25日付

中日新聞　2004年8月25日付
毎日新聞　2004年8月25日付

しめ縄作りの指導依頼と感謝状■

岐阜新聞　2004年11月24日付

写真左：しめ縄作り：古
きよき技、伝えて新年　
3 世代で正月準備─各
務原／岐阜

写真右：しめ縄作り：各
務原の同好会、迎春を
準備／岐阜

伝承文化の継承による
世代間交流の場を提供
地域交流に寄与した取り組み

岐阜県知事からの感謝状

各務原市長からの感謝状
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子どもの安全を守り、子どもの情操を養う

北國新聞北國会

実施期間

2006年8月～

実施地域

石川県内全域

活動概要

北國新聞北國会では、2006年

8月から子どもたちの安全、安

心の実現と情操を養うことを目

的に県教育委員会を通じて、県

内10市9町の全公立小学校231

校に交通安全横断旗と、登下校

時に子どもたちを見守る「ボラ

ンティア隊」が着用する防犯ベ

ストを寄贈している。交通安全

横断旗は06年度に1,500本、防

犯ベストは 07年から 3年間で

1,100着を寄贈している。

また、県内 361の保育園・保

育所には、10年度から 3年間、

ふるさとの偉人を絵本にした

「ふるさと偉人絵本館（全6巻）」

なども寄贈している。

寄贈先の市長、町長から感謝

状が贈られている。

＊

北
ほっ

國
こく

新聞北
ほっ

國
こく

会
かい

＝石川県の北國新
聞系統の 233販売所で組織。田中
六郎（たなか・ろくろう）会長

◉

◉

◉

交通安全横断旗の寄贈◎

2006年8月、石川県教育委員会を通じて県内10市
9 町の全公立小学校 231 校に、交通安全横断旗
1,500本を寄贈した。

寄贈後、6年が経過している。毎日の登下校時にボラ
ンティアの方が使われるため、強風で旗が破れたり、
追加で購入を希望する学校も出て来ている。交換作業
も含め、今後も継続性をもって取り組んでいる。

防犯ベストの寄贈◎
2007年度から2009
年度までの 3 年間、
県内10市9町に、登
下校時の子どもたち
を見守る、ボランテ
ィア用の防犯ベスト
を寄贈した。

年度別活動状況
2007年度
金沢市に寄贈
2008年度
輪島市、七尾市など
4市6町に寄贈
2009年度	
小松市、白山市、津
幡町など5市 3町に
寄贈

■

ふるさとの偉人絵本館（全6巻）、アニメ映画「パッテンライ!!」DVDの寄贈◎

2010年度から2012年度までの3
年間、県内361の保育園・保育所に、
県内出身、ゆかりの偉人を紹介する
「ふるさと偉人絵本館6巻セット」
と、戦前に台湾・烏山頭ダムの建設
に挑んだ金沢出身の技師・八田與
一の功績を伝えるアニメ映画「パッ
テンライ!!」を寄贈した。

年度別活動状況
2010 年度　金沢市の保育園・保
育所に寄贈
2011年度　内灘町以北の保育園・
保育所に寄贈
2012年度　野々市市以南の保育
園・保育所に寄贈

■

北國新聞に掲載された活動内容◎

2006年7月29日付朝刊

2011年8月4日付朝刊 2012年8月3日付朝刊

2009年8月5日付朝刊

子どもたちの安全、安心を願い
交通安全横断旗・防犯ベストを寄贈
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写真情報誌「カメラ・アイライン」の発行

神戸新聞北条販売所 所長　三枝正男

実施期間

1988年2月～

実施地域

兵庫県加西市全域

活動概要

兵庫県加
か

西
さい

市
し

の神戸新聞北条

販売所所長の三枝正男さんは、

1988年2月から写真情報誌「カ

メラ・アイライン」を月 2回発

行し、同販売所が扱う新聞に折

り込んで配布している。

市民と同じ目線で絆を結ぶと

いう意味から名付けた地域ミニ

コミ誌は、09年11月24日には

500号を数え、9,000部を発行

している。

市民の情報源として地域のサ

ークル活動の紹介やその作品の

発表の場を提供しており、地域

に根差した活動である。

＊

三枝正男（さえぐさ・まさお）

◉

◉

◉

写真情報誌「カメラ・アイライン」◎

2009年11月24日付（No.500）

1991年5月14日付（No.54）

1993年4月27日付（No.102）

1992年4月28日付（No.78）

2012年4月24日付（No.558）

市民の目線を大切にした
地域情報満載のミニコミ誌を発行

手作りの良さが感じられるバックナンバー■

No.500記念号■

〈裏面〉

〈表面〉



地域貢献賞

40 41

地
域
貢
献
賞

伊賀地区朝日新聞サービスアンカー、
伊賀支局紙面連動企画「なくそう交通事故」

伊賀地区朝日新聞サービスアンカー

実施期間

2009年11月～

実施地域

三重県伊賀市、名張市の朝日新

聞名張版発行エリア

活動概要

伊賀地区朝日新聞サービスアン

カーでは、2009年 11月から地域

への交通安全の啓発を目的に、朝

日新聞伊賀版紙面上で伊賀支局と

の紙面連動企画「なくそう交通事

故」を原則月1回連載している。

紙面は、地域の交通事情に詳し

い販売所長や従業員が事故の危険

性がある場所を取材し、記事化し

て紙面掲載するもので、今年 6月

現在で21か所を掲載している。

今年 3月には、企画開始以来紹

介した記事の縮刷版に、危険箇所

を地図上に記したハザードマップ

を添付した冊子を作製し、読者に

配布した。また、掲載した 3か所

の危険箇所が、行政による改善措

置が取られるなどの効果をもたら

している。

＊

伊賀地区朝日新聞サービスアンカー
＝三重県伊賀地区のASA上

うえ

野
の

、ASA

上
うえ

野
の

北
きた

、ASA名
な

張
ばり

、ASA桔
ききょう

梗が丘
おか

東
とう

部
ぶ

、ASA桔
ききょう

梗が丘
おか

西
せい

部
ぶ

の 5販売所。
伊集基之（いしゅう・もとゆき）代表。

◉

◉

◉

〈伊賀版〉2012年7月31日付朝刊

連載企画をまとめた冊子「なくそう交通事故」◎

朝日新聞伊賀版紙面連動企画◎

〈伊賀版〉2012年3月23日付朝刊

〈伊賀版〉2012年3月8日付朝刊

〈伊賀版〉2012年6月21日付朝刊

〈伊賀版〉2012年9月6日付朝刊 〈伊賀版〉2012年10月4日付朝刊

〈伊賀版〉2012年10月5日付朝刊／伊集代表の講演記事

販売所従業員が事故の危険箇所を自ら取材し
紙面を通して地域読者に啓もうする取り組み

➡

➡

➡

➡
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地域ボランティア・有線放送、ゴミ出し支援

山陽新聞神
こうのし ま そ と

島外販売所 所長　山本　勝

実施期間

1991年～

実施地域

岡山県笠岡市神島外浦地区

活動概要

岡山県笠岡市の山陽新聞神島

外販売所所長の山本勝さんは、

1991年から有線放送で生活情

報のアナウンス、2006年からは

朝の新聞配達時に、高齢者宅の

ゴミ出しを支援している。

有線放送は、おくやみの連絡

や災害情報、地域の催しの案内

などを、月10回ほど放送してい

る。ゴミ出し支援は、山あいに

住む高齢者宅のゴミ出しを週 2

回新聞配達時に手伝っている。

急速に過疎化が進み、1人暮

らしのお年寄りからは助かると

の声が届けられているほか、笠

岡市長からは多年にわたる生涯

学習活動の進展に尽力したこと

から感謝状が贈られている。

＊

山本　勝（やまもと・まさる）

◉

◉

◉

ゴミ出しを手伝う山本所長と、ゴミ出し支援地区◎

ゴミ出しを手伝う山本所長。気さくな人柄で、地域住
民の信頼も厚い。玄関先に置いてあるゴミも回収す
る。

ゴミ出し支援を行う、水
みず

落
おち

地
ち

区
く

。急峻
な地形は、歩いてゴミを出す高齢者に
困難がつきまとう。

山陽新聞　2010年10月17日付

有線放送の原稿■

平成24年 2月、長年の活動に対して笠岡市か
ら表彰された。

急速に進む過疎化・高齢化に対応
地域に密着した奉仕活動


